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2JJl = 28.7±0.5 0K
2A 2 = 35.2±0.5 oK
(3) 2ロトンの結合エネルギーEBは,














ロ トンの線 巾 と結合エネルギー
阪大教養 西 山 敏 之
最近 BrookhavenのPassellら(1)は,中性子散乱によるロトンの線巾e)1実験を,精密
な3軸結晶解析の装置によって行った結果,前回の実験結果(2)とは異なって意外に狭い























と,線巾TQCの値は次の表のようになるo TQはPassellらの測定値, eQ は観測され
Q(A-1) 1.9 2.0 2.1 2.2 2.4 2.6 2.8 2.9




るoEQoはロトン対との相互作用によって EQ の備にまで変わ ｡実験値と一致するoこ
の結果は将来分離パラメーターを微視的な議論によって決める足がか りとなる｡
つぎに混合エネルギーを求めるには,波数 (p,-p)のロトン対の状態と波数(q,-q)










Greytak(3)が 与 え た0･37K よりやや大きい｡高圧下における実験が期待されるが,そ
れから有効ポテンシャルの寄与の割合をしらべることができる｡Greytakら(3)は展開係

















液 体 - リ ウム の転 位 模 型













守 でに 1950年代から提案され,水島2),大川 3)らの先駆的な研究があるにもかかわ
らず,核体の研究者からはほとんど完全に無視されてきた.その理由は,主として,転
位が現在の物理の理論的手法で取扱 うことが困難な対象であること,また従って転位の
重要性が十分に理解されていないためと考えられる｡もちろん,現在の転位論が完全に
近い結晶中の転位に関するものでありP,椎体のような高密度の転位宜取扱うのに適当な
形に作られていないことも,液体の転位論を説得力の欠けたものにしている主要な原因
の一つであろう｡
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